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2021年以降の新型車へ
　　　ＯＢＤ車検の導入が現実的に

スキャンツール

近年新型車への装着が急拡大する「自動ブレーキ」
や「自動車線維持機能」などの先進安全技術は高
度かつ複雑なセンシング装置と電子制御装置で構
成されている。これらの装置が故障した場合には機
能が発揮しないどころか誤作動につながる恐れも
あるため、従来の「分解整備」から特定整備に変更、
「自動車特定整備事業者」として認証する方向。

自動車技術の電子化と高度化が急速に進展する中
で、現在の自動車検査における外観確認やブレー
キテスター等の測定機の検査だけでは高度に電子
化された新技術の検査を行うことは困難になりつ
つあるため、2024年よりＯＢＤ車検が現実的とな
っている。

エーミング未実施は不合格に。

自動運転システム整備「特定整備」に。
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つあるため、202
っている。

Ｄ車検が現実的と

■主な特徴
・活用頻度の高い機能に
特化
・クラスNO.1の国産乗用
車カバー
・オシロスコープ機能

・トヨタ車　
ミリ波レーダー光軸調整
・スズキ車
レーザーレーダー点検
・1年間無償アップデート

・3年間無償アップデート
・3年間本体保証
・1年間車両修理ホットライン



商品の詳細につきましては弊社担当営業所にお尋ねください。

スキャンツール活用収益シュミレーション
有料診断例（月間車検入庫 40台のうち、20代が有料診断を実施した場合）

月間車検入庫数

40台

有料点検実施

50％（20台）

点検料

1,500 円

月間有料点検収益

30,000 円A

月間収益＝　　＋　　＋　　＋　A B C D

× × ＝

保険適応作業例（事故車両 6台入庫のうち、3台のチェックランプ、故障コードを消去した場合）

月間事故車両入庫

6台

ｽｷｬﾝﾂｰﾙ使用作業

50％（3台）

作業工賃

3,000 円

月間保険請求収益

9,000 円B × × ＝

有料作業例（有料でDPD強制再生・輸入車のサービスリセットをそれぞれ 1台行った場合）

月間DPD強制再生

1台

作業工賃

6,000 円

有料作業収益

6,000 円C × ＝

輸入車ｻｰﾋﾞｽﾘｾｯﾄ

1 台

作業工賃

5,000 円

有料作業収益

5,000 円D × ＝

月間収益見込み　50,000 円（年間 600,000 円）

軽量・薄型ボディの屋外用45Ｗ
LEDワークランプ　LYZ-45K

Ｗ
K

お手持ちの工具に装着するだけ
高精度なトルク測定機能

ものづくりの現場を
インターネットと
つなげる 

キャンペーン
対象機種

ゲージボタル
シリーズ
全てが対象！

キャンペーン期間
2019年 2月28日まで！

対象機種
お買い上げで

今お持ちの
古いインパクトを
下取りします！

※下取り機のメーカーは
問いません。但し大型イ
ンパクトレンチに限ります。
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